
［宮田の拡張］　Pを素数の集合，Nを自然数の集

合とする．関数 f : P �! Nは 1 � f(p) < pをみた

すもとのとする。また，関数 '; Lを以下のように定

義する。
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このとき，x; y 2 Nについて

L(xy) = L(x) + L(y)

が成立する。

特に，f(p) = p� 1のとき，'は Euler関数である。


